




























の反応項を変えて双安定型に変えて､1次元周期的平面埠解 ( 波列解 ) の厳密解を調べた｡
結果は以下の通り:
(1)分散関係は普通には､3つの枝がある｡ しかし､パラメータによって､5つ以上の解が共存
する場合がある｡
(2)分散関係曲線は､とぎれとぎれになる場合がある｡ この性質は厳密解が反応拡散方程式の解
であるべき条件を満たさない場合があることに基づく｡
(3)与えられた波数に対して､解が3つある場合には､一番位相速度が大きい解が安定であると思わ
れる｡解が5つあるいは6つある場合には､安定な解が複数個存在し､系はいわゆる multi-basin
構造を示している｡
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